
肝
炎
は
国
内
最
大
の
感
染
症
で
あ
り
、
感
染
を
放
置
す
る
と
肝
硬
変
、
肝
 
 

が
ん
へ
と
進
行
し
、
重
篤
な
病
態
を
招
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
、
ら
、
肝
炎
 
 

に
対
す
る
正
L
い
理
解
が
国
民
全
て
に
定
着
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
早
期
賂
 
 

見
の
た
め
の
検
診
率
の
向
上
、
肝
灸
治
療
の
効
果
的
な
推
進
は
喫
緊
の
課
題
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

こ
の
た
め
、
与
党
肝
炎
対
策
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
1
、
ム
に
お
い
て
は
、
本
 
 

年
」
ハ
月
以
東
」
ハ
回
に
わ
仁
る
検
討
を
賓
ね
、
肝
炎
に
つ
い
て
検
卦
か
、
ら
治
療
ま
 
 

で
継
ぎ
目
の
な
い
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
、
具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
た
新
し
 
 

い
総
合
対
虜
を
ヒ
リ
吏
ヒ
め
た
。
 
 
 

政
府
に
お
い
て
、
年
末
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
必
要
な
予
算
措
置
を
検
 
 

討
し
、
．
適
切
な
対
応
を
図
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

童
 党

政
務
董
・
居
座
牌
 
 

公
明
党
 政

務
調
査
会
長
＼
肴
巌
観
た
 
 

新
し
い
肝
炎
総
合
対
策
の
推
直
に
つ
い
て
 
 

－
一
∽
－
 
 
 

平
成
十
九
年
十
一
月
七
日
 
 

源
空
ム
ー
一
 
 



「
趣
旨
 
 

ニ
、
検
査
か
ら
治
療
ま
で
継
ぎ
目
の
な
い
仕
組
み
の
構
築
 
 

国
内
最
大
の
感
染
症
で
あ
る
肝
炎
に
つ
い
て
、
肝
が
ん
へ
の
進
行
予
防
、
肝
 
 

灸
治
療
の
効
果
的
推
進
の
た
め
、
経
済
的
負
担
軽
減
等
に
よ
り
現
在
五
万
 
 

人
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
の
受
療
者
の
倍
増
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
の
 
 

総
合
的
な
施
策
を
展
開
す
る
。
 
 
 

今
後
基
本
的
に
全
て
の
自
治
体
・
保
険
者
・
事
業
主
に
お
い
て
肝
炎
検
査
 
 

を
実
施
し
、
ニ
十
歳
代
以
上
の
国
民
全
て
の
検
査
受
診
の
機
会
を
確
保
す
 
 

る
っ
そ
の
際
、
保
健
所
で
の
無
料
検
診
、
医
療
機
関
奏
託
を
推
進
す
る
。
 
 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
等
に
よ
り
感
染
が
分
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
日
々
の
 
 

健
康
管
理
、
定
期
的
な
受
診
の
勧
奨
な
ど
感
染
者
の
日
常
的
な
健
康
管
理
 
 

の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
検
診
実
施
医
療
機
関
と
専
門
医
療
機
関
の
連
 
 

携
を
促
進
す
る
。
 
 
 

全
都
道
府
県
で
の
肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点
病
院
を
設
置
し
、
相
談
・
研
 
 

修
の
実
施
を
促
進
す
る
。
 
 
 

ま
た
、
国
に
お
い
て
先
進
的
な
肝
炎
治
療
を
碓
選
ト
、
肝
硬
変
．
、
肝
が
ん
 
 

へ
の
進
行
予
防
や
治
療
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
、
改
訂
を
行
う
。
 
 

（
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
促
進
）
 
 

（
感
染
し
た
が
症
状
の
な
い
と
き
の
健
康
管
理
の
推
進
ヒ
素
仝
、
安
心
の
肝
灸
 
 

治
療
の
推
進
）
 
 

新
し
い
肝
炎
総
合
対
策
の
推
進
 
 

与
党
肝
炎
対
策
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
 
 

－
N
O
－
 
 
 



三
、
国
民
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
と
理
解
 
 
 

四
、
研
究
の
促
進
 
 
 

（
肝
硬
変
、
肝
が
ん
患
者
へ
の
対
応
）
 
 
 

今
後
お
お
む
ね
七
年
間
で
、
√
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
必
要
と
す
る
肝
炎
 
 

患
者
全
て
が
治
療
を
受
け
ら
れ
る
磯
谷
を
確
保
す
る
。
こ
の
た
め
次
の
よ
う
 
 

な
絶
筆
を
請
じ
、
肝
炎
患
者
が
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
受
け
や
す
い
環
境
 
 

を
整
備
す
る
。
 
 

（
イ
ン
タ
・
－
フ
ェ
ロ
ン
治
療
の
促
進
の
た
め
の
環
境
整
備
）
 
 

・
ど
こ
で
も
妥
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
病
院
・
診
療
所
に
対
す
 
 
 

る
適
切
な
情
報
提
供
、
研
修
の
促
進
 
 

・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
の
経
済
的
免
租
の
軽
減
（
別
紙
）
 
 

治
療
期
間
中
の
入
院
、
検
査
等
に
座
う
休
職
の
取
得
促
進
 
 

・
保
健
所
、
肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点
病
院
で
の
心
の
ケ
ア
、
相
談
体
制
の
 
 
 

充
実
 
 
 

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
の
対
象
患
者
の
増
加
の
実
態
を
踏
ま
え
、
 
 

薬
価
の
引
き
下
げ
を
検
討
す
る
。
 
 

肝
炎
に
関
⊥
国
民
各
層
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
教
育
、
職
場
、
地
域
あ
 
 

ら
ゆ
る
方
面
に
対
す
る
働
き
か
け
を
行
い
、
正
し
い
知
識
の
普
及
を
推
進
す
 
る
。
 
 

心
身
両
面
の
ケ
ア
、
医
師
の
研
修
に
よ
る
治
療
水
準
の
向
上
に
取
り
組
 
 

む
。
 
 

無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア
を
含
む
肝
疾
患
の
新
た
な
治
療
方
法
の
研
究
関
野
 
 

を
促
進
、
支
援
す
る
と
と
も
に
、
治
療
薬
等
に
つ
い
て
の
速
や
か
な
薬
事
承
認
、
 
 

保
険
適
用
を
行
う
。
 
 

－
N
一
－
 
 
 



○
 
自
己
負
担
に
つ
い
て
は
、
所
得
階
層
に
応
じ
た
負
担
軽
減
を
、
他
の
医
療
 
 
 

関
係
制
度
と
整
合
性
を
考
慮
の
上
、
行
う
。
 
 
 

負
担
軽
減
に
当
た
っ
て
は
、
対
象
と
な
る
治
療
闇
ウ
イ
ル
ス
の
排
除
と
い
う
 
 
 

患
者
本
人
に
大
き
な
利
益
が
あ
る
こ
と
か
、
ら
、
一
定
の
自
己
負
担
を
求
め
る
 
 
 

こ
と
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
下
位
所
得
者
（
対
象
者
の
約
五
割
）
に
つ
い
て
は
 
 
 

月
一
万
円
、
上
位
所
得
者
（
対
象
者
の
約
二
割
）
に
つ
い
て
は
月
旦
万
円
と
し
、
 
 
 

そ
れ
以
外
の
者
（
対
象
者
の
約
三
割
）
に
つ
い
て
は
月
三
万
円
を
窓
口
負
粗
の
 
 
 

上
限
と
す
る
。
 
 

O
 
B
型
及
び
C
型
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
対
象
と
す
る
。
 
 

ま
ず
来
年
か
ら
行
、
つ
べ
き
も
の
と
し
て
、
国
内
最
大
の
感
染
症
で
あ
る
肝
灸
 
 

に
つ
い
て
、
肝
が
ん
へ
の
進
行
予
防
、
肝
炎
治
療
の
効
果
的
推
進
の
た
め
、
経
済
 
 

的
負
担
軽
減
や
啓
発
活
動
等
に
よ
り
現
在
五
万
人
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
 
 

治
療
の
受
療
者
の
倍
増
を
目
指
す
。
 
 
 

こ
れ
に
よ
り
今
後
七
年
間
で
イ
ン
タ
！
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
必
濱
と
す
る
全
て
の
 
 

肝
灸
患
者
が
そ
の
治
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
 
 

○
 
医
療
費
助
成
の
枠
組
み
に
つ
い
て
 
 

以
上
に
関
L
て
必
要
な
予
算
措
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
予
算
編
成
過
程
で
検
 
 

討
し
、
適
切
に
対
処
す
る
。
 
 
 

○
 
国
と
地
方
が
協
カ
し
て
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
L
、
財
源
に
つ
い
て
も
応
分
 
 
 

の
負
担
ヒ
す
る
（
国
一
地
方
こ
。
 
 

（
別
紙
）
 
 

な
お
、
こ
の
対
策
の
実
施
後
三
早
を
目
途
に
実
施
状
況
を
評
価
し
、
必
要
な
 
 

見
直
し
を
行
う
。
 
 

－
N
N
－
 
 
 



医療費助成・事業額の試箕  
対象者：インターフェロン治療を受ける患者10万人  

自己負担上限額   

上位所得層（20％）   50，000  

已負担限度額       中間所得層（30％）   30，000  

下位所得層（50％）   10，000   

年間総事業責  約256億円   

7年間の総事業費  約1792億円   
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都道県におけるウイルス性肝炎を対象とした単独事業  

治療  

対象者  自己負担限度額  
対象疾病   疾病内容 対象襲用  予算   対象者数  

入院  通院   入院   通院  

■ 

患者   
肝炎  ウイルス性のもの  …≡三．≡  

者  

40．200円／月  1乙000円／月  22．6億円  14．094人  

北海道   全患者  （市町村民税非課税世帯    （市町村民税非課税世帯は  己担なし）   （18年度末）  
は自己負担なし）  自負   

肝がん  ウイルス性のもの   全患者  入院・通院糞用   

抗ウイルス療  

l  

肝炎  ウイルス性のもの   全患者  法を実施して  

いる患者   上位所得者（※1）  

ーー；： 
二給付を行わない  1．2億円  

所得に応じた段階的な－     一般（一般的な所得の世  （19年度）  
一 抗ウイルス療   部負担（特定疾患治療研     帯）  1．000人程度  

肝硬変  ウイルス性のもの   全患者  入院t通院費用   
医療費を  

0．6億円 、久   
いる患者  書引こ準拠）   

低所得者（※2）  
什19．10  

追加）  
：10．000円／月   

追加分）   

肝がん  ウイルス性のもの   全患者   対象外   入院費用   

C型肝炎   
インターフェロン治療を要する者  の   入院・通院費用   

肝炎  （1年間み）  

東京都  35．400円／月  
乙6億円  乙000人程度  

肝硬変  C型肝炎に起因し、  インターフェロン治療を要する者  （1年間のみ）   入院・通院費用  （H．19．10    がんの合併がない  （市町村民税非課税世帯は自己負担なし）  
（19年度下半   （19年度下半期  

期）   での推計）  
と判断されたもの  

肝がん   対象外   対象外  対象外   

※1：市町村民税（所得割）年績23万5千円以上  

ヽ′  

※2：市町村民税非課税世帯   



資料5－1  

肝炎対策基本法藁（概要）  

前 文   

今日、我が国には、肝炎ウイルスに感染し、あるいは肝炎に羅患した者が多数存在  

し、肝炎が国内最大の感染症となっている。   

肝炎は、適切な治療を行わないまま放置すると慢性化し、肝硬変、肝がんといった  

より重篤な疾病に進行するおそれがあることから、これらの者にとって、将来への不安  

は計り知れないものがある。  

戦後の医療の進歩、医学的知見の積み重ね、科学技術の進展により、肝炎の克服  

に向けた道筋が開かれてきたが、他方で、その過程において、肝炎ウイルスに感染す  

るという不幸な出来事が生じたことは事実である。さらに、現在においても、早期発見  

や医療へのアクセスにはいまだ解決すべき課題が多い。また、肝炎ウイルスや肝炎に  

対する正しい理解が、国民すべてに定着しているとは言えない。   

このような現状において、肝炎ウイルスの感染者及び肝炎患者の人権を尊重しつ  

つ、これらの者に対する良質かつ適切な医療の提供を確保するなど、肝炎の克服に向  

けた取組を－一層進めていくことが求められている。   

ここに、肝炎対策に係る施策について、その基本理念を明らかにするとともに、これ  

を総合的に推進するため、この法律を制定する。  

1 基本理念  

①肝炎研究を推進し、その成果等を普及・活用・発展させること。  

②居住地域にかかわらず肝炎検査を受けることができるようにすること。  

③居住地域にかかわらず肝炎医療を受けることができるようにすること。  

④①から③までの措置を講ずるに当たっては、肝炎患者等であることを理由に差   

別されないように配慮するものとすること。  

2 責務   

国、地方公共団体、医療保険者、国民及び医師等の責務を規定すること。  

3 肝炎対策基本指針   

厚生労働大臣は、肝炎対策の総合的な推進を図るため、肝炎の予防及び医療の推  

進の基本的方向等について定める肝炎対策基本指針を策定すること。  

4 国及び地方公共団体が講ずる基本的施策  

予  防  

・肝炎予防に関する啓発及び知識の普及その他肝炎予防の推進のため必要な施策を   

講ずること。  

－25－   



早期発見  

・肝炎検査の質の向上を図るために必要な施策を講ずるとともに、肝炎検査に関す   

る普及啓発等を行うこと。  

治  療  

・肝炎医療に係る専門知識・技能を有する医師等の育成を図ること。  

・専門的な肝炎医療の提供等を行う医療機関の整備を図ること。  

・肝炎患者に係る経済的負担を軽減するために必要な施策を講ずること。  

・肝炎患者の医療を受ける機会の確保及び療養生活の質の維持向上のために必要な   

施策を講ずること。  

研  究  

・肝炎に関する研究の促進及びその成果の活用のために必要な施策を講ずること。  

・肝炎医療に係る医薬品等の治験の迅速化と、肝炎医療に係る臨床研究の円滑な実  

施のための環境整備を図ること。  

5 肝炎対策推進協議会   

肝炎対策基本指針の策定又は変更に当たって意見を述べる機関として、肝炎対策  

推進協議会を厚生労働省に置くこと。  

6 施行期日   

この法律は、平成20年4月1日から施行すること。  

－26－   
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肝
炎
対
策
基
本
法
案
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総
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八
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指
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（
第
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第
十
条
）
 
 

第
三
章
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的
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策
 
 

第
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節
 
肝
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の
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及
び
早
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発
見
の
推
進
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第
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第
十
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て
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附
則
 
 

い
り
ノ
 
 
 

今
日
、
我
が
国
に
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
あ
る
い
は
肝
炎
に
罷
患
し
た
者
が
多
数
存
在
し
、
肝
炎
が
国
内
最
大
の
 
 
 

感
染
症
と
な
っ
て
い
る
。
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二
 
 
 

肝
炎
は
、
適
切
な
治
療
を
行
わ
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
慢
性
化
し
、
肝
硬
変
、
肝
が
ん
と
い
っ
た
よ
り
重
篤
な
疾
病
に
進
行
 
 

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
に
と
つ
て
、
将
来
へ
の
不
安
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

戦
後
の
医
療
の
進
歩
、
医
学
的
知
見
の
積
重
ね
、
科
学
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
肝
炎
の
克
服
に
向
け
た
道
筋
が
開
か
れ
て
き
 
 

た
が
、
他
方
で
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
い
う
不
幸
な
出
来
事
が
生
じ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
 
 

さ
ら
に
、
現
在
に
お
い
て
も
、
早
期
発
見
や
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
は
い
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
い
。
ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
 
 

ル
ス
や
肝
炎
に
対
す
る
正
し
い
理
解
が
、
国
民
す
べ
て
に
定
着
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
及
び
肝
炎
患
者
の
人
権
を
尊
重
し
っ
つ
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
 
 

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
を
確
保
す
る
な
ど
、
肝
炎
の
克
服
に
向
け
た
取
組
を
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
 
 
 

る
。
 
 
 

こ
こ
に
、
肝
炎
対
策
に
係
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
総
合
的
に
推
進
す
る
 
 

た
め
、
こ
の
法
律
を
制
定
す
る
。
 
 

第
一
章
 
総
則
 
 

（
目
的
）
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第
一
条
 
こ
の
法
律
は
、
肝
炎
対
策
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
保
険
者
、
国
民
及
び
医
師
等
 
 
 

の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
肝
炎
対
策
の
基
 
 
 

本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
肝
炎
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 
 

（
基
本
理
念
）
 
 

第
二
条
 
肝
炎
対
策
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

一
肝
炎
に
関
す
る
専
門
的
、
学
際
的
又
は
総
合
的
な
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
肝
炎
の
予
防
、
診
断
、
治
療
等
に
係
 
 
 

る
技
術
の
向
上
そ
の
他
の
研
究
等
の
成
果
を
普
及
し
、
活
用
し
、
及
び
発
展
さ
せ
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
何
人
も
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
肝
炎
に
係
る
検
査
（
以
下
「
肝
炎
検
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
 
 

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 
 

三
 
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
及
び
肝
炎
患
者
（
以
下
「
肝
炎
患
者
等
」
と
い
う
。
）
が
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
 
 
 

ず
等
し
く
適
切
な
肝
炎
に
係
る
医
療
（
以
下
「
肝
炎
医
療
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 
 

四
 
前
三
号
に
係
る
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
肝
炎
患
者
等
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
肝
炎
患
者
等
で
あ
る
こ
と
を
 
 
 

理
由
に
差
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
 
 

三
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（
国
の
責
務
）
 
 

第
三
条
 
国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
（
次
条
に
お
い
て
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
肝
炎
対
策
を
総
合
的
に
策
 
 
 

定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。
 
 

（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）
 
 

の
地
の
特
 
 
 

第
四
条
 
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
肝
炎
対
策
に
関
し
、
国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
域
性
 
 
 

に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。
 
 

（
医
療
保
険
者
の
責
務
）
 
 

第
五
条
 
医
療
保
険
者
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
第
七
項
に
規
定
す
る
医
療
保
険
者
を
い
う
。
）
 
 
 

は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
肝
炎
の
予
防
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
、
肝
炎
検
査
に
関
す
る
普
及
啓
発
等
 
 
 

の
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

（
国
民
の
責
務
）
 
 

第
六
条
 
国
民
は
、
肝
炎
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
肝
炎
患
者
等
が
肝
炎
患
者
等
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
差
別
さ
れ
な
 
 
 

い
よ
う
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
肝
炎
の
予
防
に
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う
努
め
、
必
要
に
応
じ
、
肝
炎
検
査
を
受
け
る
よ
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う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

（
医
師
等
の
責
務
）
 
 

第
七
条
 
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
肝
炎
対
策
に
協
力
し
、
肝
炎
の
予
防
に
寄
与
す
 
 
 

る
よ
ろ
努
め
る
と
と
も
に
、
肝
炎
患
者
等
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
深
く
認
識
し
、
良
質
か
つ
適
切
な
肝
炎
医
療
を
行
う
よ
 
 
 

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

（
法
制
上
の
措
置
等
）
 
 

第
八
条
政
府
は
、
肝
炎
対
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
法
制
1
又
は
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
 
 
 

な
。
 
 

第
二
章
 
肝
炎
対
策
基
本
指
針
 
 

（
肝
炎
対
策
基
本
指
針
の
策
定
等
）
 
 

第
九
条
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
肝
炎
対
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
（
以
 
 
 

下
「
肝
炎
対
策
基
本
指
針
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

2
 
肝
炎
対
策
基
本
指
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

五
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九
 
そ
の
他
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
 
 

3
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
 
 

す
る
と
と
も
に
、
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。
 
 

4
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
を
策
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
 
 
 

適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

四
 
 
 

五
 
 
 

六
 
 
 

七
 
 
 

1
1
．
＼
 
 

ノ
 
 

肝
炎
の
予
防
及
び
肝
炎
医
療
の
推
進
の
基
本
的
な
方
向
 
 
 

肝
炎
の
予
防
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項
 
 

肝
炎
検
査
の
実
施
体
制
及
び
検
査
能
力
の
向
上
に
関
す
る
事
項
 
 

肝
炎
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
関
す
る
事
項
 
 

肝
炎
の
予
防
及
び
肝
炎
医
療
に
関
す
る
人
材
の
育
成
に
関
す
る
事
項
 
 

肝
炎
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
事
項
 
 

肝
炎
医
療
の
た
め
の
医
薬
品
の
研
究
開
発
の
推
進
に
関
す
る
事
項
 
 

肝
炎
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
並
び
に
肝
炎
患
者
等
の
人
権
の
尊
重
に
関
す
る
事
項
 
 

⊥  
／＼  
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5
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
肝
炎
医
療
に
関
す
る
状
況
の
変
化
を
勘
案
し
、
及
び
肝
炎
対
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価
を
踏
ま
え
、
 
 
 

少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
に
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
は
、
こ
れ
を
変
更
し
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

6
 
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
 
 

（
関
係
行
政
機
関
へ
の
要
請
）
 
 

第
十
条
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
て
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
の
策
 
 
 

定
の
た
め
の
資
料
の
提
出
又
は
肝
炎
対
策
基
本
指
針
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
施
策
で
あ
っ
て
当
該
行
政
機
関
の
所
管
に
係
 
 

る
も
の
の
実
施
に
つ
い
て
、
必
要
な
要
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

第
三
章
 
基
本
的
施
策
 
 

第
一
節
 
肝
炎
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
推
進
 
 

（
肝
炎
の
予
防
の
推
進
）
 
 

第
十
一
条
 
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
の
予
防
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
そ
の
他
の
肝
炎
の
予
防
の
推
進
の
た
 
 

め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

七
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（
肝
炎
検
査
の
質
の
向
上
等
）
 
 

第
十
二
条
 
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
の
早
期
発
見
に
資
す
る
よ
う
、
肝
炎
検
査
の
方
法
等
の
検
討
、
肝
炎
検
査
の
事
 
 

業
評
価
の
実
施
、
肝
炎
検
査
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
機
会
の
確
保
そ
の
他
の
肝
炎
検
査
の
質
の
向
上
等
を
 
 
 

図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
肝
炎
検
査
の
受
検
率
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
、
肝
炎
検
査
に
関
す
る
普
及
 
 
 

啓
発
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

第
二
節
 
肝
炎
医
療
の
均
て
ん
化
の
促
進
等
 
 
 

（
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
育
成
）
 
 

ひ
 
 

第
十
三
条
 
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
等
の
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
、
肝
庇
護
療
法
そ
の
他
の
肝
炎
医
 
 
 

療
に
携
わ
る
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
育
成
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
 
 
 

ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

（
医
療
機
関
の
整
備
等
）
 
 

第
十
四
条
 
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
患
者
等
が
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
そ
の
状
態
に
応
じ
た
適
 
 
 

切
な
肝
炎
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
門
的
な
肝
炎
医
療
の
提
供
等
を
行
う
医
療
機
関
の
整
備
を
図
る
た
め
に
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必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

2
 
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
患
者
等
に
対
し
適
切
な
肝
炎
医
療
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
前
項
の
医
療
機
関
そ
の
他
の
 
 

医
療
機
関
の
間
に
お
け
る
連
携
協
力
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

（
肝
炎
患
者
の
療
養
に
係
る
経
済
的
支
援
）
 
 

第
十
五
条
 
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
患
者
が
必
要
に
応
じ
適
切
な
肝
炎
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
肝
炎
 
 

患
者
に
係
る
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

（
肝
炎
医
療
を
受
け
る
機
会
の
確
保
等
）
 
 

第
十
六
条
 
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
患
者
が
肝
炎
医
療
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
入
院
、
通
院
等
に
支
障
が
な
い
よ
う
 
 

医
療
機
関
、
肝
炎
患
者
を
雇
用
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
す
る
者
間
の
連
携
協
力
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
そ
の
他
の
肝
炎
患
者
 
 

が
肝
炎
医
療
を
受
け
る
機
会
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る
肝
炎
患
者
の
療
 
 

養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
に
関
す
る
研
修
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
そ
の
他
の
肝
炎
患
者
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
 
 
 

の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

（
肝
炎
医
療
に
関
す
る
情
報
の
収
集
提
供
体
制
の
整
備
等
）
 
 

九
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一
〇
 
 

第
十
七
条
 
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
医
療
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
を
行
う
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
 
 
 

な
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
肝
炎
患
者
等
、
そ
の
家
族
及
び
こ
れ
ら
の
者
の
関
係
者
に
対
す
る
相
談
支
援
等
を
推
進
す
る
 
 
 

た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

第
三
節
 
研
究
の
推
進
等
 
 

第
十
八
条
 
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
革
新
的
な
肝
炎
の
予
防
＼
診
断
及
び
治
療
に
関
す
る
方
法
の
開
発
そ
の
他
の
肝
炎
の
 
 
 

罷
患
率
及
び
肝
炎
に
起
因
す
る
死
亡
率
の
低
下
に
資
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
研
究
が
促
進
さ
れ
、
並
び
に
そ
の
成
果
が
活
用
 
 
 

さ
れ
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

2
 
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
医
療
を
行
う
上
で
特
に
必
要
性
が
高
い
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
早
期
の
薬
事
法
（
昭
 
 
 

和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
製
造
販
売
の
承
認
に
資
す
る
よ
う
そ
の
治
験
が
迅
速
か
つ
確
実
に
行
わ
 
 
 

れ
、
並
び
に
肝
炎
医
療
に
係
る
標
準
的
な
治
療
方
法
の
開
発
に
係
る
臨
床
研
究
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
環
境
の
整
備
の
た
め
に
 
 
 

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

第
四
章
 
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
 
 

第
十
九
条
 
厚
生
労
働
省
に
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
に
関
し
、
第
九
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
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む
。
）
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
た
め
、
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。
 
 

第
二
十
条
 
協
議
会
は
、
委
員
二
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。
 
 

2
 
協
議
会
の
委
員
は
、
肝
炎
患
者
等
及
び
そ
の
家
族
又
は
遺
族
を
代
表
す
る
者
、
肝
炎
医
療
に
従
事
す
る
者
並
び
に
学
識
経
 
 
 

験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
。
 
 
 

3
 
協
議
会
の
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。
 
 

4
 
前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。
 
 

附
 
則
 
 

（
施
行
期
日
）
 
 

第
一
条
 
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
目
か
ら
施
行
す
る
。
 
 

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）
 
 

第
二
条
 
厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 
 
 

第
四
条
第
一
項
第
十
七
号
の
二
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。
 
 
 

号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
肝
炎
対
策
基
本
指
針
の
 
 

十
七
の
三
 
肝
炎
対
策
基
本
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
 
 

一
一
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第
十
一
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
 
 

（
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
）
 
 

第
十
一
条
の
四
 
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
肝
炎
対
策
基
本
法
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
 
 

と
こ
ろ
に
よ
る
。
 
 
 

第
六
条
第
二
項
中
「
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
」
 
を
 
 

策
定
に
関
す
る
こ
と
。
 
 

「
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
 
 
 

肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
」
 
 に

改
め
る
。
 
 



理
 
由
 
 
 

今
日
、
我
が
国
に
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
あ
る
い
は
肝
炎
に
篠
患
し
た
者
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
、
肝
炎
は
適
切
 
 

な
治
療
を
行
わ
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
慢
性
化
し
、
よ
り
重
篤
な
疾
病
に
進
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
等
肝
炎
が
国
民
の
生
 
 

命
及
び
健
康
に
と
つ
て
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
肝
炎
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
肝
炎
対
策
 
 

に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
保
険
者
、
国
民
及
び
医
師
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
肝
 
 

炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
肝
炎
対
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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資料6－1  

医療費助成について  

②インターフェロン治療費   

審査支払事務委託契約  都 道 府 県  
③肝炎治療受給者証  

交付申請  審査支払機関  
∵
・
‥
・
審
査
！
＝
＝
」
 
 

〈提出書類〉  
，申請書  

・医師の診断書  

・住民票  
・所得状況を確   
認できる書類等  

保
 
健
 
所
 
 

⑧インターフェロン治療費請求  

社会保険  

診療報酬  

支払基金  

（肝炎協議会）（仮称）  

⑨インターフェロン治療費支払  

（彰肝炎治療受給者証交付  

国民健康  

保険団体  

連合会   

（Dインターフェロン治療委託契約   

⑥社会保険診療報酬請求  

⑤受療（自己負担縫の支払）  
医療機関  

（保険取扱医療機関）  

⑦支払  
インターフェロン治療費  

く窓口提出書類〉   
■受給者証  

・医療保険証  

後必要になる見込みの経費例  

医療章助成費  

審査事務に関する経費  

認定事務に関する経費  

受給者証等の作成費（申請書、診断書、受給者証）  

コンピュータシステムに関する経費  

普及啓発費  

その他準備に係る経責  

－40－  



医療費助成にかかる今後のスケジュール案  

l  算  
／  ＼  

編  交付要綱、事務処理要綱の  

成  

作  

業  

12月   

臨時国会会期末？  
ヽ′  

（政  

綱案  
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碑
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ふ
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